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れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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中
国
史
研
究
曾
編

中
国
史
像
の
再
構
成

国
家
と
農
民

柳

回

節

戦
後
の
中
園
史
研
究
は
、
中
園
社
舎
停
滞
論
に
制
到
す
る
批
剣
か
ら
出
裂
し
た

と
も
い
え
よ
う
。
中
園
史
に
お
い
て
も
、
世
界
史
の
基
本
法
則
が
つ
ら
ぬ
か
れ

て
い
た
と
し
て
、
中
で
も
封
建
制
の
存
在
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で

は
前
近
代
史
を
還
し
て
持
繍
し
た
専
制
支
配
を
、
封
建
制
概
念
と
理
論
的
に
矛

盾
な
く
理
解
し
得
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
久
し
い
。
本

書
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
後
の
中
園
史
研
究
を
そ
の
出
妥
結
に
立
ち
も
ど
っ
て
再

検
討
し
、
あ
ら
た
な
座
標
軸
を
設
定
し
て
、
中
園
史
像
を
再
構
成
し
よ
う
と
す

る
、
す
ぐ
れ
て
理
論
的
、
且
つ
意
欲
的
な
論
文
集
で
あ
る
。
各
自
の
テ
l
マ
を

も
ち
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
よ
く
あ
る
論
文
集
で
は
な
い
。
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
た

戦
後
の
停
滞
論
批
判
列
の
さ
な
か
に
中
園
史
に
足
を
ふ
み
込
ん
だ
私
に
と
っ
て

は
、
心
の
う
ず
き
を
感
じ
る
書
で
も
あ
る
。
研
究
の
起
黙
を
新
中
園
の
成
立
と

そ
の
後
の
社
曾
主
義
化
の
展
開
に
お
き
、
中
園
前
近
代
の
全
歴
史
を
遁
し
て
存

繍
し
た
専
制
支
配
と
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
庚
範
な
小
経
管
農
民
と
い
う
、
一
一

つ
の
軸
を
中
園
史
の
全
過
程
把
握
の
基
準
に
据
え
る
。
戦
園
期
以
降
、
現
代
祉

曾
主
義
社
曾
ま
で
を
通
し
て
、
小
経
替
生
産
様
式
の
と
る
諸
形
態
を
、
歴
史
的

子

設
展
的
に
理
解
し
よ
う
と
い
う
共
通
認
識
に
た
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
共
同
研

究
の
成
果
を
世
に
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
共
通
認
識
の
理
論
的
基
盤
は
、

中
村
哲
氏
の
『
奴
隷
制
・
農
奴
制
の
理
論
』
に
お
か
れ
て
い
る
と
み
て
差
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
中
心
的
課
題
に
据
え
ら
れ
た
小
経
営
農
民
と
は
何
か
。
渡
透
信
一
郎

氏
は
い
う
。
中
園
前
近
代
、
各
時
代
に
慮
じ
て
、
仮
作
農
民
・
傭
作
農
民
、
均

田
農
民
・
富
豪
層
・
部
曲
・
奴
稗
、
或
は
佃
戸
・
客
戸
、
傭
耕
・
奴
僕
・
富
農

等
々
、
ま
た
全
時
代
を
通
し
て
自
作
農
が
庚
範
に
存
在
し
た
。
か
か
る
多
様
な

「
歴
史
的
形
態
を
と
る
こ
れ
ら
直
接
生
産
者
か
ら
、
小
作
関
係
、
雇
傭
関
係
、
身

分
関
係
な
ど
の
形
態
規
定
を
と
り
除
け
ば
、
こ
れ
ら
農
民
に
は
、
奴
縛
を
除
い

て
共
通
す
る
一
般
的
規
定
が
残
る
」
。
こ
れ
が
小
経
営
農
民
、
正
確
に
は
小
経
営

生
産
様
式
な
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
弱
黙
は
、
直
接
生
産
者
の
特
殊
形
態

の
み
が
問
題
に
さ
れ
、
諸
形
態
に
共
通
す
る
一
般
的
範
時
に
ま
で
還
元
し
分
析

し
得
な
か
っ
た
所
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
統
一
的
な
護
展
的
理
解
を
不
可
能
に

し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

全
越
は
総
論
と
各
論
の
二
部
か
ら
成
る
。
線
論
で
は
、
前
近
代
中
園
の
理
解

に
、
何
故
に
小
経
営
生
産
様
式
を
設
定
す
る
か
、
そ
の
理
論
が
分
捲
執
筆
に
よ

っ
て
説
か
れ
る
。
上
述
、
渡
漫
氏
の
褒
言
は
そ
の
第
二
章
に
あ
た
る
。
各
論
は

小
経
営
生
産
様
式
に
つ
い
て
、
成
立
、
経
営
内
容
、
園
家
側
か
ら
の
掌
握
の
仕

方
等
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史
的
設
展
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
寅
益
的
研
究

で
あ
る
。
私
が
史
料
的
に
確
認
し
得
る
時
代
は
限
ら
れ
て
い
て
、
誤
解
も
少
な

く
な
い
こ
と
と
恐
れ
な
が
ら
、
中
園
史
の
統
一
的
理
解
の
鍵
と
さ
れ
る
小
経
管

論
を
中
心
と
し
て
、
若
干
の
感
想
を
の
べ
る
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
本
来
な
ら
ば
、
先
ず
総
論
か
ら
入
り
、
各
論
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

順
序
を
逆
に
、
あ
え
て
各
論
か
ら
入
る
こ
と
に
し
た
い
。
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先
ず
各
論
I
渡
漫
信
一
郎
「
分
回
放
1

圏
家
的
土
地
所
有
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
』
は
、
戦
園
雨
漢
期
か
ら
階
唐
に
到
る
分
田
観
念
を
小
農
民
経
営
の
成
立
と

展
開
と
し
て
歴
史
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
奔
の
王
国
制
施
行
詔
令
に

み
え
る
「
分
田
劫
俵
」
な
る
語
を
手
が
か
り
に
、
分
回
観
念
を
、
戦
園
期
に
形

成
さ
れ
て
く
る
一
夫
一
婦
を
基
本
と
す
る
小
経
借
農
民
に
よ
っ
て
保
有
用
金
さ

れ
る
均
等
私
田
と
規
定
、
じ
れ
は
皐
な
る
観
念
的
所
産
で
は
な
く
現
貧
に
祉
禽

的
責
盛
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
小
経
営
農
民
は
園
家
に
劃
し
て
租
賦
貢

納
の
義
務
を
負
う
が
、
こ
れ
は
そ
の
土
地
保
有
用
盆
に
と
も
な
う
剰
徐
第
働
に

射
す
る
園
家
の
地
代
徴
放
に
他
な
ら
ず
、
雨
者
の
関
係
は
「
園
家
的
土
地
所
有

の
賓
現
と
、
そ
の
劉
極
に
あ
る
小
農
民
経
替
の
私
的
土
地
占
有
権
と
の
封
立
の

統
ご
で
あ
り
、
こ
の
分
因
調
概
念
は
拘
戟
圏
雨
漢
期
と
、
そ
れ
以
降
、
均
田
制

崩
壊
ま
で
の
前
後
二
期
に
区
分
さ
れ
る
。
肝
隔
制
の
崩
壊
、
農
民
の
階
層
分
化

に
と
も
な
っ
て
、
分
の
劉
象
は
土
地
か
ら
個
人
へ
と
繁
化
す
る
。
均
田
制
下
に

お
け
る
個
人
あ
て
の
分
田
と
租
調
枚
取
の
関
係
は
、
農
民
の
私
的
占
有
権
と
園

家
的
土
地
所
有
の
明
確
化
の
過
程
で
あ
り
、
更
に
、
唐
宋
の
聞
に
お
け
る
分
田

か
ら
永
業
へ
と
い
う
所
有
観
念
形
態
の
獲
化
の
背
景
に
は
、
私
的
土
地
占
有
か

ら
所
有
へ
の
穂
化
が
存
在
し
た
と
展
草
す
る
。
こ
こ
に
い
う
小
経
営
農
民
範
噂

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
分
田
農
民
と
は
、
園
家
と
の
聞
に
貢
納
関
係
を
も
っ
自
作

農
で
あ
っ
て
、
富
豪
経
営
下
の
家
父
長
的
奴
隷
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
小
作

人
」
も
な
お
、
未
成
熟
戸
と
し
て
、
そ
の
範
噂
に
は
入
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

渡
漫
氏
は
さ
き
に
、
漢
六
朝
期
に
お
け
る
富
豪
経
営
を
皐
な
る
小
規
模
協
業
の

算
術
的
集
合
睡
と
し
て
、
本
質
的
に
小
規
模
経
営
に
異
な
ら
な
い
と
さ
れ
た

(
「
漢
六
朝
期
に
お
け
る
大
土
地
所
有
と
経
営
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
ニ
三
|
一
、

二
三
そ
の
所
有
は
数
十
頃
に
も
及
び
、
経
営
内
に
多
数
の
奴
隷
及
び
「
小
作

人
」
を
擁
す
る
富
豪
経
一替
示
、
「
そ
の
生
産
過
程
の
う
ち
に
明
確
お
分
業
・
協
業
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を
含
ま
ず
、
分
散
し
た
生
産
手
段
の
も
と
で
孤
立
的
に
径
耕
す
る
小
規
模
生
産

者
」
(
三
七

1
三
八
頁
〉
と
規
定
す
る
小
経
営
農
民
と
本
質
的
に
同
じ
と
は
、
私

に
は
や
は
り
理
解
し
難
い
。
か
か
る
見
方
は
、
六
朝
貴
族
の
大
土
地
経
営
に
つ

い
て
、
た
と
え
奴
隷
耕
作
や
小
作
経
費
か
行
な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
は
結
局
、
小
農
経
営
H
自
作
農
の
延
長
で
し
か
な
い
、
と
い
わ
れ
る
谷
川
道

雄
氏
の
見
解
を
想
起
さ
せ
る
(
『
中
圏
中
世
祉
舎
と
共
同
値
』
)
。
こ
れ
は
、
次

の
大
淳
氏
、
島
居
氏
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

大
津
正
昭
氏
は
、
総
論
第
=
一
章
で
、
農
業
経
営
の
設
展
を
五
期
に
時
期
直
分

さ
れ
て
い
る
が
、
各
論
E
、
「
唐
代
江
南
の
水
稲
作
と
経
営
」
は
、
そ
の
第
三
期

に
あ
た
る
唐
宋
獲
革
期
を
封
象
と
す
る
。
唐
中
期
以
降
、
江
南
先
進
水
稲
作
地

帯
に
お
け
る
農
業
技
術
の
進
歩
、

、経
勝
目
の
集
約
化
を
基
礎
に
、
小
経
営
農
民
の

自
立
再
生
産
の
方
向
を
、
宋
代
へ
の
連
績
と
し
て
確
認
す
る
作
業
で
あ
る
。
大

淳
氏
は
さ
き
に
華
北
先
進
地
帯
を
針
象
と
し
て
、
嘗
時
の
一
般
的
農
業
経
営
を

大
農
法
的
荘
園
経
営
と
、
小
農
法
的
小
農
民
経
管
の
二
つ
の
型
と
し
て
と
ら

え
、
前
者
を
数
人
乃
至
十
人
の
妊
客
な
ど
を
擁
す
る
大
土
地
所
有
、
後
者
を
家

族
拙
労
働
を
主
値
と
し
、
一

O
畝
乃
至
数
頃
を
所
有
す
る
小
農
民
経
倍
、
「
共
に
自

立
再
生
産
の
可
能
性
を
も
っ
経
営
」
で
あ
り
、
「
か
か
る
農
業
経
営
の
あ
り
方

は
、
漢
六
朝
期
の
大
農
法
的
経
営
の
繁
質
と
し
て
、
ま
た
、
他
人
の
第
働
力
を

含
ま
な
い
小
経
轡
の
登
場
」
と
分
析
さ
れ
た
〈
「
唐
代
華
北
の
主
穀
生
産
と
経

営
」
『
史
林
』
六
回
|
二
)
。
本
稿
も
ま
た
江
南
に
つ
い
て
「
農
業
経
径
の
護
展

と
い
う
親
貼
で
唐
宋
務
革
期
を
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
陸
氏
の
如
き
小
規
模
大
農

法
的
経
営
及
び
小
農
法
的
経
営
の
褒
展
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
」
(
一
五
五
頁
〉

と
、
や
は
り
こ
つ
の
型
を
設
定
さ
れ
て
い
る
。
陸
氏
妊
圏
と
は
、
蘇
州
甫
星
だ

け
で
も
耕
地
図
頃
、
牛
一

O
頭
以
上
、
耕
夫
十
徐
人
、
建
物
三

O
棟
、
こ
の
他

に
も
震
津
の
耕
地
、
茶
園
、
採
薪
用
の
山
を
も
っ
。
震
津
の
耕
地
の
耕
作
者
に
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つ
い
て
は
大
淳
氏
は
薙
客
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
富
裕
な
大
土
地
所

有
と
は
見
倣
さ
ず
、
自
給
自
足
的
小
規
模
大
農
法
経
営
と
し
、
小
経
営
範
時
で

と
ら
え
ら
れ
る
。
大
曲
演
法
・
小
農
法
は
農
法
の
遠
い
に
過
ぎ
ず
、
経
営
形
態
に

差
は
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
耕
夫
・
妊
客
等
他
人
の
傍
働
力
を
含

む
陸
氏
妊
圏
の
如
き
型
と
、
零
細
な
一

O
畝
前
後
の
自
作
農
|
こ
の
時
期
に
あ

。つ
て
は
、
自
作
地
だ
け
で
は
自
立
再
生
産
不
可
能
ー
と
を
、
同
一
小
経
営
農
民

範
時
に
く
み
込
ま
れ
る
の
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
と
い
う
の
が
偽
ら
.
さ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
一

O
畝
か
ら
数
頃
に
至
る
土
地
経
債
を
、
同
じ
小
農
法
的
小
農

民
経
鐙
と
さ
れ
る
が
、
雨
者
の
聞
に
は
経
倍
形
態
に
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
大
淳
氏
に
お
い
て
も
陸
氏
荘
園
に
お
け
る
耕
夫
や
妊
客
な
ど
は
や
は
り
小

経
営
農
民
と
し
て
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
E
の
島
居
一
康
「
宋
代
雨
税
の
課
税
基
準
と
戸
等
」
に
う
つ
る
。
両
税
法

と
は
直
接
国
土
を
針
象
と
す
る
土
地
税
で
あ
り
、
宋
代
戸
等
制
は
北
・
南
宋
を

通
し
て
雨
税
額
を
基
準
と
し
て
定
立
さ
れ
た
。
雨
税
法
は
唐
中
期
以
降
の
生
産

力
の
土
昇
に
伴
な
う
小
農
民
経
営
の
自
立
化
傾
向
に
針
臆
し
て
成
立
し
た
、
と

い
う
の
が
基
本
的
論
旨
で
あ
ろ
う
。
島
居
氏
は
「
詔
、
天
下
閏
年
造
五
等
版
簿
、

自
今
先
品
開
戸
産
・
丁
推
及
所
更
色
役
、
務
示
之
」
(
『
長
編
』
一
一
一
一
一
、
明
道
二

年
十
月
庚
子
〉
を
「
戸
産
・
丁
推
」
と
よ
ま
れ
、
更
に
こ
の
戸
産
を
↓
税
産
↓

税
銭
と
よ
み
か
え
て
行
き
、
こ
れ
を
根
援
に

「
五
等
分
定
の
基
準
は
各
戸
の
雨

税
額
の
多
寡
に
お
か
れ
て
い
た
」
(
一
九
二

l
九
三
貰
、
及
び
「
宋
代
に
お
け
る

戸
等
の
定
立
と
そ
の
機
能
」
『
宋
元
代
の
祉
曾
と
宗
数
の
総
合
的
研
究
』
一
五
頁

以
下
〉
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
は
、
「
自
今
、
先
ず
、
戸
の
産
・
丁
を

録
し
、
推
し
て
更
す
る
所
の
色
役
に
及
ぶ
」
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
戸

の
産
」
を
た
だ
ち
に
商
税
と
は
い
え
ま
い
。
五
等
戸
制
の
確
立
し
た
こ
の
時
黙

で
、
炉
等
定
立
の
基
準
は
悶
税
額
の
み
で
あ
っ
た
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
史

料
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
爾
税
は
国
土
基
準
、
戸
等
は
雨
税
基

準
と
、
一
本
化
し
て
考
え
ら
れ
る
背
景
に
は
、
宋
朝
の
集
権
的
支
配
陸
制
を
自

立
小
経
営
農
民
H
主
戸
支
配
の
た
め
の
園
家
機
構
と
し
、
園
家
樹
小
農
民
を
基

本
的
階
級
関
係
と
す
る
氏
の
園
家
的
農
奴
制
論
が
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
氏

は
、
宋
代
の
地
主
経
営
に
つ
い
て
、
「
そ
の
内
貨
に
お
い
て
、
周
囲
の
小
農
経
営

と
基
本
的
に
は
同
質
で
あ
り
、
:
:
:
大
土
地
所
有
は
、
小
経
営
の
量
的
集
積
と

し
て
展
開
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
(
「
宋
朝
専
制
支
配
の
基
礎
と
そ
の
構
造
」

『
新
し
い
歴
史
事
の
た
め
に
』
一
四
三
〉
。
こ
れ
は
、
上
述
、
渡
逢
氏
が
、
六
朝

富
豪
経
営
を
小
規
模
協
業
の
算
術
的
集
合
鐙
と
し
、
本
質
的
に
は
小
経
営
に
同

質
と
さ
れ
た
見
解
、
或
は
、
大
淳
氏
の
陸
氏
妊
園
の
理
解
に
共
通
す
る
。
島
居

氏
は
宋
代
以
降
の
大
規
模
地
主
経
営
の
主
要
制
労
働
力
を
下
等
主
戸
屠
に
お
き
、

こ
れ
が
圏
家
と
の
聞
に
税
役
牧
奪
関
係
を
結
ぶ
自
立
小
経
営
農
民
で
あ
り
、
土

地
な
き
客
戸
は
未
自
立
階
層
と
し
て
小
経
笹
生
産
様
式
か
ら
は
は
ず
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
上
述
、
唐
以
前
の
理
解
に
共
通
し
て
い
る
。
島
居

氏
の
こ
の
論
文
は
、
小
山
正
明
氏
や
私
が
、
宋
か
ら
明
中
期
に
か
け
て
、
王
朝

の
支
配
形
態
の
努
化
を
、
戸
か
ら
国
土
へ
の
移
行
と
し
て
、
宋
代
に
お
け
る
戸

等
制
の
存
在
を
積
極
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
方
に
糾
問
す
る
批
剣
で
も
あ
る

が
、
王
朝
権
力
が
何
故
に
農
民
支
配
に
長
期
に
わ
た
っ
て
戸
等
制
と
い
う
か
た

ち
を
と
り
繍
け
た
か
が
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

宮
津
知
之
「
南
宋
勧
曲
震
論
」
は
、
南
宋
期
に
多
出
す
る
地
方
{
自
の
手
に
な
る

勧
農
文
の
分
析
を
遁
し
て
、
農
民
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
明
か
に
し
よ
う
と

す
る
。
自
給
の
た
め
の
集
約
的
農
法
、
多
角
経
営
を
指
導
す
る
一
方
、
自
立
化

を
阻
害
す
る
貧
富
関
、
小
農
民
相
互
開
の
土
地
を
め
ぐ
る
詞
訟
を
戒
め
、
孝
の

論
理
、
主
客
・
貧
富
聞
の
相
資
が
設
か
れ
て
い
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
勧
曲
震

の
論
理
は
、
租
税
牧
奪
の
基
盤
た
る
小
農
民
家
産
の
維
持
に
あ
り
た
と
い
う
の
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ば
然
る
べ
き
結
論
で
あ
ろ
う
。
「
小
農
民
生
産
様
式
に
基
礎
を
お
く
図
家
支
配

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ι
と
し
て
、
『
勧
課
の
封
象
た
る
細
民
は
、
純
小
作
よ
り
は
僅

か
で
も
土
地
を
所
有
し
、
雨
税
を
負
鎗
す
る
自
小
作
農
を
想
定
」
さ
れ
て
い
る
。

「
主
佃
相
資
」
も
地
主
と
自
小
作
農
の
関
係
と
し
、
「
種
委
は
佃
芦
の
利
」
の
佃

戸
も
自
小
作
に
ひ
き
つ
け
、
自
小
作
農
の
自
作
経
営
部
分
の
保
全
、
牧
税
確
保

と
解
律
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
本
書
の
共
通
課
題
た
る
小
経
営
農
民
、
す
な
わ
ち
、

自
作
農
に
焦
黙
を
あ
わ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
無
産
の

客
戸
は
統
計
上
で
も
主
一
戸
の
約
半
数
に
達
し
て
い
る
し
、
小
経
営
め
自
立
化
の

一
方
で
は
、
た
え
ず
無
産
化
も
進
行
し
て
い
た
わ
け
で
、
動
農
文
の
「
主
佃
相

資
」
は
そ
の
よ
う
な
層
も
視
野
に
と
り
込
ん
で
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

足
立
啓
二
「
清
l
民
園
期
に
お
け
る
農
業
経
営
の
震
展
|
長
江
下
流
域
の
場

合
」
は
、
明
清
期
に
つ
い
て
、
小
経
替
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

設
展
を
否
定
じ
た
従
来
の
生
産
カ
停
滞
論
を
批
剣
し
、
小
経
替
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
援
展
を
検
誼
す
る
。
先
ず
、
'
第
一
章
で
は
一
九
一
ニ

0
年
代
の
農
村
調
杏
資
料

等
に
も
と
づ
き
、
揚
子
江
下
流
域
最
先
進
地
帯
の
階
層
構
成
と
し
て
小
農
乃
至

申
農
的
分
布
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
遡
っ
て
清
代
、
江
南
農
村
の
中
で
も

最
先
進
蘇
州
呉
豚
(
大
淳
氏
の
陸
氏
荘
園
と
同
じ
地
域
〉
の
魚
鱗
圃
般
の
分
析

を
遁
し
て
、
所
有
と
経
営
規
模
を
考
察
、
清
初
に
底
倒
的
多
数
を
占
め
た
零
細

経
営
に
か
わ
っ
て
、
経
営
規
模
の
上
昇
、
中
曲
震
化
へ
の
移
行
の
傾
向
を
よ
み
と

ら
れ
る
。
か
か
る
現
象
の
背
崇
と
し
て
、
中
規
模
経
営
の
生
産
力
が
、
零
細
長

を
凌
駕
す
る
に
到
っ
た
こ
と
、
か
か
る
階
層
的
生
産
格
差
の
根
援
を
多
肥
、
多

附
労
働
等
集
約
的
農
業
の
設
展
に
求
め
て
い
る
。
一
方
で
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

設
展
に
よ
る
中
骨
炭
化
傾
向
は
、
同
時
に
か
な
勺
の
数
広
上
る
零
細
経
営
の
股
落

を
伴
な
っ
て
い
た
貼
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
づ
け
に
は
及
ん
で
い

な
い
。
な
お
、

ー魚
鱗
園
般
に
ま
る
と
、
通
常
に
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
は
耕
'地
の
分

散
化
が
み
と
め
ら
れ
ず
、
一
定
程
度
の
集
中
化
が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
宋
代
、

ζ

の
地
域
の
零
細
分
散
化
と
も
関
連
さ
せ
て
興
味
深
い
o

y

d

新
中
閣
の
土
地
改
革
は
毛
海
東
の
「
中
園
位
曾
各
階
級
の
分
析
」
、
「
農
村
階

級
を
如
何
に
分
析
す
る
か
」
の
二
論
文
に
も
と
づ
い
て
べ
階
級
匿
分
の
方
針
が

確
立
し
、
生
産
手
段
と
制
労
働
力
の
結
合
関
係
に
懸
じ
、
地
主
・
富
農
・
中
島
尻
・

貧
血
震
・
務
働
者
の
五
階
級
に
区
分
さ
れ
、
土
地
の
分
配
が
行
な
わ
れ
た
町
高
級

生
産
合
作
祉
の
建
設
は
、
農
業
の
祉
曾
主
義
化
と
し
て
、
一
た
ん
成
宣
し
た
小

経
営
生
産
様
式
を
否
定
し
、
全
図
的
規
模
で
の
農
業
集
圏
化
で
あ
っ
た
。
最

近
)
℃
の
集
固
化
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
批
創
刊
、
反
省
が
加
え
ら
れ
-て
い
る

が
、
吉
田
法
一
「
中
園
農
業
集
固
化
論
の
再
検
討
」
は
、
こ
れ
を
過
渡
期
線
路

線
の
時
期
に
瀕
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
過
渡
期
線
路
線
に
も
と
づ
く
念

進
的
農
業
集
固
化
が
、
ス
タ
l
リ
シ
祉
曾
主
義
建
設
の
経
験
を
「
よ
り
後
準
的
、

よ
り
人
口
の
多
い
園
に
お
い
て
再
現
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
、
理
論
的
、

貧

際
的
に
如
何
な
る
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
か
、
そ
の
諸
矛
盾
を
分
析
、
小
経
営

生
産
様
式
か
ら
位
禽
主
義
的
大
農
業
経
営
へ
の
移
行
の
困
難
性
を
解
明
す
る
。

中
園
農
業
の
現
朕
は
、
線
路
線
以
前
の
互
助
組
、
初
級
祉
の
段
階
に
復
錆
し
つ

つ
あ
り
、
未
だ
に
小
生
産
様
式
を
克
服
し
得
て
い
な
い
と
し
、
社
舎
主
義
化
一の

中
で
、
か
か
る
小
経
営
を
如
何
に
愛
草
し
て
行
く
か
と
い
う
課
題
を
提
起
す
る

と
共
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
前
近
代
社
舎
に
お
け
る
小
経
営
の
歴
史
的
解
明

の
必
要
性
を
誘
く
。
上
述
の
諸
論
文
は
い
ず
れ
も
か
か
る
課
題
に
際
え
る
べ

く
、
各
時
代
を
湿
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
こ
と
に
理
論
的
鐙
系
を
も
っ

た
論
文
集
で
あ
る
。

各
論
を
通
し
て
得
ら
れ
た
事
寅
関
係
を
私
な
り
に
整
理
す
る
と
、
第
一
に

は
、
戦
園
期
以
降
、
前
近
代
を
通
巴
て
の
基
本
的
関
係
を
、
園
家
制
到
小
終
結局農
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民
に
お
く
。
第
こ
に
は
、
い
ず
れ
の
時
代
に
も
大
土
地
所
有
配
下
の
直
接
生
産

者
で
あ
る
「
小
作
人
」
、
悲
客
、
佃
戸
等
は
小
経
営
農
民
範
噂
か
ら
は
除
外
さ
れ

て
い
る
。
第
三
に
は
、
漢
代
以
来
の
富
豪
か
ら
宋
代
以
降
の
地
主
等
に
至
る
ま

で
、
大
土
地
経
営
は
、
い
ず
れ
も
小
経
営
生
産
様
式
範
噂
で
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
、
等
で
あ
る
。
先
ず
第
一
の
黙
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
小
経
営
農
民
は
唐

宋
の
閲
を
前
後
し
て
園
家
的
奴
隷
制
か
ら
園
家
的
農
奴
制
へ
と
柿
開
化
す
る
。
分

回
観
念
で
と
ら
え
ら
れ
る
小
経
営
農
民
と
は
、
土
地
保
有
用
金
に
よ
る
剰
徐
労

働
に
劉
し
、
園
家
が
経
済
外
強
制
を
と
も
な
っ
て
地
代
を
牧
取
す
る
劉
象
な
の

で
あ
る
。
私
は
「
園
家
的
農
奴
」
か
と
早
合
熟
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
く
て
園
家
的
奴
隷
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
渡
漫
氏
は
園
家
的

奴
隷
と
い
う
用
語
は
用
い
て
い
な
い
が
、
「
中
園
に
お
け
る
律
令
制
と
杜
舎
構

成
」
(
一
九
七
六
年
歴
研
大
舎
報
告
〉
に
お
い
て
、
す
で
に
園
家
的
奴
隷
と
規
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
に
奴
隷
小
経
畿
な
の
か
。
そ
れ
は
均
回
小
農
民
の

経
径
が
園
家
や
富
豪
経
営
に
射
し
て
非
自
立
的
で
、
そ
の
土
地
所
有
は
占
有
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
氏
の
い
う
園
家
的
奴
隷
制
と

は
、
労
働
奴
隷
制
は
勿
論
、
備
制
燈
的
奴
隷
制
ー
そ
の
理
解
は
一
義
的
で
は
な
い

が
|
の
理
論
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
土
地
を
占
有
、
或
は
保
有
し
、
図
家
か
ら

経
済
外
強
制
に
よ
っ
て
地
代
牧
取
を
う
け
る
小
経
営
農
民
と
は
、
私
に
は
奴
隷

概
念
に
な
じ
ま
な
い
。
占
有
か
ら
所
有
で
そ
れ
が
園
家
的
奴
隷
制
か
ら
園
家

的
農
奴
制
へ
の
移
行
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
島
居
氏
に
よ
る
と
、
宋
代
、

主
・
客
の
別
は
、
「
国
土
保
有
の
有
無
」
に
あ
り
、
「
主
戸
と
し
て
登
籍
さ
れ

る
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
戸
が
小
経
営
と
し
て
自
立
し
た
こ
と
を
図
家
が

公
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
」
と
い
う
(
上
引
「
宋
朝
専
制
支
配
の
基
礎
と
そ

の
構
造
」
〉
。
こ
こ
で
も
自
立
が
小
経
営
農
民
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
島
居

氏
は
同
時
に
地
主
の
経
営
地
の
主
要
第
働
力
を
こ
の
下
等
主
戸
屠
に
お
く
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
主
戸
の
多
数
を
占
め
る
下
等
主
戸
層
と
は
自
作
品
米
小
作
戸

で
あ
っ
て
、
自
己
の
所
有
地
だ
け
で
は
自
立
を
完
結
し
得
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。
島
居
氏
に
あ
っ
て
も
主
戸
層
が
何
故
に
農
奴
的
小
経
営
で
あ
る

の
か
、
土
地
へ
の
緊
縛
と
か
、
身
分
的
隷
属
等
従
来
の
農
奴
制
概
念
と
は
全
く

異
な
り
、
園
に
よ
る
自
立
の
公
認
と
、
税
役
牧
奪
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
宋
代

の
客
戸
は
、
来
自
立
戸
な
る
が
故
に
、
小
経
営
農
民
概
念
か
ら
は
ず
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
渡
浩
氏
に
お
い
て
も
同
様
の
論
理
で
設
か
れ
て
い
て
、
富
豪

経
営
下
の
、
奴
隷
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
小
作
人
」
も
未
自
立
を
理
由
に
小
経

営
農
民
範
鴎
に
は
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
分
回
農
民
は
小

経
営
農
民
と
し
て
来
自
立
な
る
が
故
に
奴
隷
小
経
営
農
民
と
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
。
来
自
立
も
含
め
て
自
立
と
は
何
か
。
占
有
で
あ
れ
、
所
有
で
あ
れ
、

土
地
所
有
関
係
に
か
か
わ
る
概
念
な
の
か
、
園
家
と
の
貢
納
関
係
が
基
準
な
の

か
、
或
は
、
生
産
力
の
問
題
に
も
関
連
し
て
く
る
が
、
再
生
産
の
完
結
を
一
意
味

す
る
の
か
、
そ
の
概
念
規
定
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
渡
漫

氏
が
、
従
来
の
個
別
的
研
究
が
中
園
史
の
統
一
的
理
解
を
阻
ん
で
来
た
原
因
と

し
て
、
「
佃
戸
、
遊
客
、
仮
作
、
自
作
と
い
っ
た
直
接
生
産
者
農
民
の
特
殊
形
態

だ
け
が
問
題
に
さ
れ
、
そ
れ
を
そ
の
共
通
の
一
般
的
基
礎
範
噂
た
る
小
経
営
生

産
様
式
に
ま
で
還
元
し
、
分
析
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
(
三
八

l
一一一九

頁
)
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
佃
戸
・
遊
客
等
も
小
経
営
範
噂

に
還
元
し
得
る
の
か
と
、
そ
の
分
析
を
期
待
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
戸
は
範
騰
に

入
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
つ
い
て
み
て
も
、
土
地

を
も
た
ぬ
客
戸
は
統
計
上
で
も
主
戸
の
約
二
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。
か
か
る

無
産
階
層
も
身
丁
税
等
で
園
家
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

階
層
を
小
経
晶
画
農
民
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
ら
せ
、
位
置
づ
け
る
か
は
、
第
三
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の
大
土
地
所
有
の
小
経
営
生
産
様
式
同
質
論
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ

ろ
う
。
第
三
の
黙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
が
、
富
豪
・
地
主
等
の
大
土

地
経
管
は
、
い
ず
れ
も
多
数
の
他
人
の
拙
労
働
力
を
擁
し
て
お
り
、
奴
隷
に
せ
よ

農
奴
に
せ
よ
、
主
人
と
の
聞
に
階
級
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
小
経
管
生
産

様
式
に
同
質
と
は
考
え
難
い
。

吉
田
氏
は
総
論
第
一
章
に
お
い
て
、
基
本
法
則
に
内
在
す
る
矛
盾
三
黙
を
指

摘
し

C
o
l
-
-
頁
)
、
更
に
そ
れ
を
中
園
史
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ず
る
困
難
性
を
誘
く
。
上
部
構
造
と
し
て
の
封
建
制
と
、
経
済
的
土
釜
と
し
て

の
農
奴
制
は
、
本
来
、
不
可
分
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
仁
井
回
陸
氏
に
代
表
的

に
み
ら
れ
る
中
国
封
建
制
論
が
、
農
奴
制
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
封
建
制
と
し

た
の
は
、
基
本
法
則
の
事
貧
上
の
撤
回
、
若
し
く
は
大
修
正
で
あ
る
と
い
わ

れ
、
「
中
世
で
は
日
本
の
私
的
封
建
制
に
糾
問
し
て
中
園
の
園
家
的
農
奴
制
を
封

置
す
る
こ
と
、
古
代
で
は
中
園
の
摩
倒
的
先
進
性
を
日
本
の
叶
原
始
性
」
か
ら

区
別
す
る
こ
と
」
を
提
唱
さ
れ
、
「
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
封
建
制
論
に
よ

っ
て
は
慮
理
し
き
れ
な
か
っ
た
豊
か
な
事
寅
を
理
論
の
中
に
吸
放
す
る
こ
と
が

出
来
る
」
(
二
三
頁
〉
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
園
家
的
農
奴
制
論
も
ま
た
、
封
建

制
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
園
史
に
は
は
じ
め
か
ら
基
本

法
則
の
適
用
は
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
則
自
身
も
問
い
直
き
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
れ
に
代
る
理
論
と
し
て
農
業
生
産
力
の
設
展
を
土

牽
と
す
る
小
経
営
生
産
様
式
の
歴
史
的
登
展
、
過
程
、
す
な
わ
ち
、
園
家
的
奴
隷

制
↓
園
家
的
農
奴
制
↓
プ
ル
ジ
一ョ
ア
化
↓
祉
曾
主
義
農
業
集
固
化
の
道
を
、
基

本
法
則
と
は
別
に
、
あ
ら
た
に
ア
ジ
ア
的
特
質
の
理
論
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
足
立
氏
も
、
日
中
の
二
つ
の
祉
舎
は
明
白
に
異
な
り
、
中
園
史
は
封

建
制
の
幻
影
か
ら
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
日
中
祉
曾
同
質
論
を
批
創
刊
さ

れ
て
い
る
(
八

O
l八
一
頁
〉
〈
専
制
支
配
に
つ
い
て
は
、
日
本
封
建
枇
舎
に
お

け
る
権
力
の
集
中
化
を
揺
摘
す
る
見
解
も
あ
る
と
聞
く
が
)
。
近
代
成
立
期
に

お
い
て
も
、
本
源
的
蓄
積
過
程
に
お
け
る
日
本
と
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
園
と
の
相

違
が
重
視
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
そ
の
理
論
は
多
系
的
裂
展
設
と

し
て
、
「
近
代
化
論
」
や
、
「
文
明
の
生
態
史
観
」
に
近
似
し
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

私
が
か
ね
て
か
ら
、
宋
代
の
下
等
戸
や
戸
等
制
な
ど
、
王
朝
の
農
民
支
配
の

あ
り
方
を
摸
索
し
て
来
た
の
は
、
専
制
支
配
存
在
の
意
味
を
閃
い
た
か
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
が
、
本
書
は
そ
の
よ
う
な
試
み
を
は
る
か
に
超
え
て
、
「
中
園

に
お
け
る
小
農
民
の
褒
生
か
ら
消
滅
に
向
か
う
悠
久
の
歴
史
の
解
明
」
に
い
ど

み
、
そ
れ
こ
そ
が
「
現
代
中
園
理
解
の
鍵
で
あ
り
、
ま
た
遁
去
に
向
か
っ
て
の

中
園
史
研
究
の
出
護
貼
」
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
に
一た
っ
て
、
小
経
営
生

産
様
式
の
理
論
的
貧
詮
的
笹
系
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六

0
年
代

以
来
の
研
究
の
個
別
化
、
細
分
化
傾
向
に
射
す
る
批
剣
は
耳
に
す
る
が
、
具
鐘

的
に
こ
れ
を
克
服
し
て
行
く
研
究
は
残
念
な
が
ら
乏
し
い
。
本
書
は
そ
の
よ
う

な
皐
界
状
況
に
射
し
て
放
た
れ
た
鏡
い
一
矢
と
の
感
が
深
い
。
小
経
脇
田
論
に
絞

っ
た
た
め
、
取
上
げ
る
べ
く
し
て
取
上
げ
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
。
今
後
の
み

の
り
ゆ
た
か
な
共
同
研
究
の
成
果
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。
「
お
前
は
何
も
わ

か
つ
て
は
い
な
い
」
と
の
執
筆
者
諸
氏
の
お
叱
り
の
撃
が
聞
え
て
く
る
よ
う
な

思
い
で
、
っ
た
な
い
書
評
の
責
め
を
ふ
さ
が
せ
て
い
た
だ
く
。

一
九
八
三
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四
月
京
都
文
理
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